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第２次かすがい
市民文化振興プラン

前期計画 後期計画

世代を越えて響き合う 文化創造のまち春日井基本理念

第２次かすがい市民文化振興プランは、計画策定後５年目を迎え中間年を迎えることから、計画策定後の社
会情勢の変化等を踏まえ、市民アンケート調査の結果やこれまでの取組の進捗状況から課題を整理し、2023
年度から2027年度の後期期間に向けて計画の見直しを行うもの。

Ⅰ 計画の中間見直しについて

Ⅱ 現状と課題

地域や関連機関・団体
等との連携、協働により
取組の推進を図る。

➢ 年代のニーズに応じた鑑賞機会の提供

➢ 鑑賞事業、アウトリーチ事業の充実

➢ 社会教育施設と連携した文化芸術活

動のきっかけづくりの推進

➢ 若手芸術家などを指導者として地域に

派遣する取組みの検討

➢ 受け手に合わせた多様な情報発信の充実

➢ 市民メセナ活動が浸透するような取組みの推

進

➢ 交通手段が限られる人でも、文化芸術活動

に参加できる環境の整備

基本目標 施策 主な取組み（◆は新規の取組み）

Ⅰ
「春日井文化」
の創造と継承

１ 特色ある文化
「書のまち」 「自分史」
の推進

・ 「書のまち春日井」を発信する取組みの推進
◆道風記念館の魅力を発信する取組みの推進
・ 自分史の魅力を発信する取組みの推進 など

２ 文化が育つ拠点施
設の充実

◆文化芸術拠点施設での文化芸術の創造と地域への展開
◆文化芸術の拠点となる施設の魅力ある運営 など

３ 文化芸術を担う人材
の育成

◆社会教育施設等と連携した活動を始めるきっかけづくり
◆若手芸術家などを指導者として地域に派遣する取組み
の検討 など

４ 市民による文化芸術
活動の推進

・ 市民の文化芸術活動の発表の場の提供 など

５ 市民メセナ活動の
推進

・ 市民メセナ活動を広くPRする取組みの推進
・ 文化ボランティア活動の推進と支援 など

Ⅱ
誰もが文化芸
術に親しむこと
のできる環境の
整備

６ 鑑賞機会の充実
・ 幅広い文化芸術を鑑賞する機会の充実
・ アウトリーチ事業等による普及啓発の拡充 など

７ 子どもの文化芸術
活動の充実

・ 子どもが文化芸術を鑑賞・体験できる機会の充実 など

８ 高齢者や障がいのある
人の文化芸術活動の
推進

◆高齢者や障がいのある人の発表機会の提供 など

９ 受け手に合わせた
情報発信の拡充

・ 受け手に合わせた多様な情報発信の充実
◆社会教育施設等での文化芸術活動の情報の発信
◆文化芸術に関する情報に接する機会が少ない市民への
情報提供手段の検討 など

Ⅲ
地域の資産を
活用した地域
力の向上

10 文化財・民俗芸能の
保存・継承

・ 文化財に関する調査の継続と調査成果の活用
・ 文化財や民俗芸能等を保存・継承する取組みへの支援

11 文化による地域の
活性化

・ 地域に残る文化財・民俗芸能を活用する取組みの推進
など

12 様々な分野との連携
◆観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業、スポー
ツ等の分野と連携した取組みの推進 など

Ⅳ 計画の推進

連携イメージ ➡

➢ 多くの市民が集まる機会を利用した「書」の企

画の検討

➢ 道風記念館のPR方法や、初心者の理解が

深まるような企画の検討

➢ 自分史に関する企画の検討

➢ 地域との連携した文化財や民俗芸能の保

護・継承に向けた取組みの推進

➢ 観光やまちづくり、国際交流、福祉、教育、

産業、スポーツ等と連携した取組みの推進

➢ 文化芸術の力を生かした活力あるまちづくりの

方策検討

基本目標 ＜ 現状と課題 ＞ ＜解決の方向＞
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◼ 子ども向け事業の充実が求められている。

◼ 文化芸術活動に携わる人が減少しており、

幅広い年代で担い手が不足している。

◼ 部活動への指導者派遣の希望がある。

◼ 対象者の年代に合わせた情報発信が求

められている。

◼ 市民メセナ活動、文化ボランティアの認知

度が低い。

◼ 拠点施設までの移動が困難な人もみられ

る。

◼ 書を身近に感じられる取組みが求められて

いる。

◼ 道風記念館の認知度・利用度が低い。

◼ 自分史の認知度が低い。

◼ 文化財と比較すると、地域の民俗芸能

（郷土芸能）に愛着や誇りを感じる人の

割合がやや低い。

◼ 観光やまちづくり、福祉、教育、産業等との

連携による施策の推進が求められている。

◼ 商工会議所や商店街等との連携は継続

的でなく、文化が地域の活性化にはつな

がっていない。
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